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都
本
部
は
8
月
18
日
、
連
合
会
館
に
て
単
組
代
表
委
員
会
を
開
催
。
単
組
代
表
委
員
31
人
が

参
加
し
た
。
開
催
に
あ
た
っ
て
は
、
議
案
の
事
前
配
布
を
は
じ
め
、
検
温
、
マ
ス
ク
着
用
、
ア

ル
コ
ー
ル
消
毒
、
換
気
、
座
席
間
の
確
保
な
ど
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
防
止
対
策
の
徹
底
を
は
か
っ

た
。
な
お
、
当
日
は
、
自
治
労
第
93
回
定
期
大
会
【
書
面
審
議
】
に
む
け
た
都
本
部
の
臨
む
態

度
な
ど
を
協
議
し
た
。

主
催
者
あ
い
さ
つ
で
都
本
部

染
副
委
員
長
（
委
員
長
代
理
）

は
、
連
日
の
猛
暑
に
加
え
、
新

型
コ
ロ
ナ
対
応
で
奮
闘
す
る
す

べ
て
の
組
合
員
に
対
し
敬
意
を

表
し
た
。
ま
た
、
4
〜
6
月
期

の
Ｇ
Ｄ
Ｐ
の
落
ち
込
み
が
戦
後

最
悪
の
マ
イ
ナ
ス
を
記
録
し
た

と
の
報
道
に
触
れ
、「
秋
の
賃

金
確
定
闘
争
に
む
け
て
厳
し
い

内
容
が
予
想
さ
れ
る
。
勧
告
の

見
通
し
も
不
透
明
で
あ
り
、
都

本
部
と
し
て
も
情
報
収
集
に
努

め
る
」
と
述
べ
た
。
そ
し
て
、

「
コ
ロ
ナ
禍
の
下
で
こ
れ
ま
で

の
よ
う
な
労
働
運
動
が
困
難
な

状
況
に
あ
る
が
、
し
っ
か
り
と

前
を
向
い
て
運
動
を
進
め
て
い

こ
う
」
と
訴
え
た
。

議
事
で
は
、
報
告
事
項
と
し

て
、
前
回
の
単
組
代
表
委
員
会

（
6
／
23
）
以
降
の
経
過
を
石

井
書
記
長
が
報
告
。
①
約
2
か

月
遅
れ
で
開
始
さ
れ
た
人
事
院

の
民
間
給
与
実
態
調
査
と
勧
告

に
至
る
今
後
の
見
通
し
、
②
自

治
労
本
部
・
連
合
東
京
等
の
機

関
会
議
、
③
コ
ロ
ナ
対
策
や
職

場
要
求
を
主
題
に
49
単
組
で
実

施
し
た
単
組
と
の
意
見
交
換
の

取
り
ま
と
め
、
④
東
京
都
知
事

選
の
ま
と
め
な
ど
を
報
告
し

た
。協

議
事
項
で
は
、「
書
面
審

議
」
で
行
わ
れ
る
自
治
労
第
93

回
定
期
大
会
に
臨
む
都
本
部
の

態
度
（
案
）
を
染
副
委
員
長
（
委

員
長
代
理
）
が
提
案
。

提
案
で
は
、
本
部
方
針
に
賛

成
す
る
立
場
で
、
①
コ
ロ
ナ
対

応
―
「
医
療
・
公
衆
衛
生
の
機

能
強
化
」、「
在
宅
勤
務
・
テ
レ

ワ
ー
ク
の
あ
り
方
に
つ
い

て
」、「
超
過
勤
務
の
縮
減
」、

「
業
務
量
に
見
合
う
人
員
の
確

保
」、「
労
働
組
合
活
動
の
新
た

な
あ
り
方
の
検
討
」、
②
定
年

引
上
げ
の
見
通
し
と
60
歳
超
職

員
の
給
与
水
準
の
引
上
げ
、
③

勧
告
に
よ
ら
な
い
「
安
易
な
賃

金
削
減
」
の
阻
止
、
④
コ
ロ
ナ

対
応
に
あ
た
る
特
殊
勤
務
手
当

（
防
疫
等
作
業
手
当
）
の
拡

充
、
⑤
保
険
料
の
『
標
準
報
酬

月
額
』
算
定
の
改
善
、
⑥
民
間

労
働
者
・
非
正
規
労
働
者
の
雇

用
確
保
と
雇
用
調
整
助
成
金
活

用
の
推
進
・
拡
大
、
⑦
「
核
兵

器
禁
止
条
約
」
批
准
に
む
け
た

取
り
組
み
、
⑧
野
党
の
幅
広
い

連
携
・
共
闘
、
⑨
自
治
労
・
団

体
生
命
共
済
抜
本
改
正
の
丁
寧

な
組
織
討
議
な
ど
、
自
治
労
本

部
の
見
解
を
求
め
て
い
く
と
し

た
。3

単
組
か
ら
方
針
の
補
強
や

意
見
表
明
の
発
言
が
あ
り
、
発

言
を
受
け
止
め
る
と
答
弁
し
、

満
場
一
致
で
自
治
労
大
会
に
臨

む
態
度
に
つ
い
て
決
定
し
た
。

こ
の
ほ
か
、
都
本
部
2
0
2

0
春
闘
総
括
、
来
年
実
施
さ
れ

る
東
京
都
議
選
の
都
本
部
推
薦

に
む
け
た
手
続
き
、
自
治
労
・

団
体
生
命
共
済
抜
本
改
正

（
案
）
に
つ
い
て
協
議
し
た
。

「
困
難
な
と
き
こ
そ
、前
を
向
い
て
運
動
を
」

自
治
労
大
会
に
臨
む
都
本
部
の
態
度
な
ど
協
議

▲主催者あいさつをする染委員長代理

2020年7月豪雨災害
被災者支援「災害特別カンパ」に

ご協力ください

7月3日から、九州、東海地方を中心とした、豪雨災害
により被害を受けた組合員・単組・県本部の皆様に心から
お見舞い申し上げます。自治労は、2020年7月豪雨災害に
おける被災者に対し、「災害特別カンパ」を呼びかけてい
ます。被害にあった地域、人々が一日も早く復興できるよ
う、皆様のご協力をお願いします。

●実施時期
2020年7月28日（火）～2020年10月30日（金）
●集約方法
単組で集約し、都本部カンパ口座へ送金してください。
●拠出先
自治労はカンパの中から連合が実施する「緊急カンパ」
に対して一定額を拠出し、残額については、被害状況に
応じ、被災県本部・単組に支援金として支出します。
●問い合わせ
自治労東京都本部企画総務局（TEL：03－3556－3755）

本
来
で
あ
れ
ば
全
国
の
自
治

労
の
仲
間
が
名
古
屋
の
地
に
結

集
し
、
新
た
な
闘
争
方
針
が
確

立
さ
れ
る
予
定
で
あ
っ
た
自
治

労
第
93
回
定
期
大
会
は
、
書
面

審
議
に
よ
る
開
催
と
な
っ
た
。

書
面
審
議
に
先
立
ち
、
各
県

本
部
の
代
議
員
の
代
表
2
名
ず

つ
が
ウ
ェ
ブ
形
式
で
参
加
す
る

「
代
表
代
議
員
会
議
」
が
8
月

26
日
に
開
催
さ
れ
た
。
な
お
、

代
表
代
議
員
以
外
の
代
議
員

は
、
オ
ン
ラ
イ
ン
配
信
に
よ
り

会
議
を
視
聴
し
た
。

自
治
労
本
部
川
本
委
員
長

は
、
冒
頭
挨
拶
で
「
感
染
症
対

策
で
公
共
サ
ー
ビ
ス
の
重
要
性

が
認
識
さ
れ
た
。
一
方
、
パ
ン

デ
ミ
ッ
ク
は
、
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス

が
幻
で
あ
る
こ
と
を
明
ら
か
に

し
た
。
共
生
と
連
帯
に
基
づ
く

持
続
可
能
な
社
会
、
低
賃
金
や

不
安
定
雇
用
の
撲
滅
と
強
靭
な

セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
の
確
立
が

必
要
。
自
信
と
確
信
を
持
っ
て

運
動
を
進
め
て
い
こ
う
」
と
呼

び
か
け
た
。

時
間
短
縮
の
た
め
に
各
県
本

部
か
ら
の
質
疑
は
事
前
提
出
・

回
答
と
さ
れ
、
都
本
部
は
単
組

代
表
委
員
会
で
確
認
し
た
「
新

型
コ
ロ
ナ
感
染
症
へ
の
対

応
」、「
定
年
引
き
上
げ
」
等
、

9
項
目
に
つ
い
て
本
部
の
見
解

を
質
し
た
。

多
く
の
県
本
部
か
ら
は
「
自

治
労
・
団
体
生
命
の
抜
本
改

正
」
に
つ
い
て
、
一
部
の
年
齢

の
組
合
員
の
掛
金
が
大
幅
に
引

き
上
げ
と
な
る
こ
と
へ
の
懸
念

や
、
短
期
間
で
の
討
議
ス
ケ
ジ

ュ
ー
ル
に
対
し
、
厳
し
い
意
見

が
出
さ
れ
た
。
自
治
労
本
部
・

自
治
労
共
済
本
部
か
ら
は
、
制

度
の
持
続
性
を
担
保
す
る
た
め

に
は
先
送
り
は
で
き
な
い
。
丁

寧
に
説
明
し
、
理
解
を
求
め
て

い
く
と
答
弁
さ
れ
た
。

労
働
運
動
の
力
の
源
泉
は
、

集
ま
り
、議
論
し
、一
丸
と
な
っ

て
前
に
進
む
こ
と
に
あ
る
が
、

コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
変
則
的
な

大
会
運
営
と
な
っ
た
。
対
面
方

式
と
ウ
ェ
ブ
方
式
の
バ
ラ
ン
ス

を
は
か
り
な
が
ら
新
た
な
自
治

労
運
動
の
あ
り
方
を
全
体
で
考

え
て
い
く
必
要
が
あ
る
こ
と
を

感
じ
さ
せ
た
。
山
積
す
る
課
題

を
自
治
労
一
丸
と
な
っ
て
進
め

る
こ
と
を
確
認
し
終
了
し
た
。

自
治
労
第
93
回
定
期
大
会
【
書
面
審
議
】

自
治
労
運
動
の
前
進
誓
う

単組代表委員会
8 月 18 日

代表代議員会議で
書面審議を補完

新
型
コ
ロ
ナ
対

応
に
よ
る
職
場
の

非
常
態
勢
が
始
ま

っ
て
約
半
年
と
な

る
が
、
終
息
を
待

た
ず
来
年
度
の
予

算
・
人
員
体
制
の
策
定
が
始

ま
っ
た
▼
戦
争
や
予
測
不
能

の
災
害
は
権
力
の
集
中
を
生

む
こ
と
か
ら
、
本
来
は
シ
ョ

ッ
ク
ド
ク
ト
リ
ン
な
ど
の
最

大
の
チ
ャ
ン
ス
の
は
ず
な
の

だ
が
、
国
は
基
本
的
に
既
存

の
法
制
度
の
枠
内
で
の
対
策

に
留
ま
っ
て
い
る
。
政
権
の

支
持
率
が
低
下
し
、
逆
に
野

党
の
統
合
が
ニ
ュ
ー
ス
と
な

る
な
ど
、
普
通
で
は
な
い
政

治
文
化
だ
と
つ
く
づ
く
思
う

▼
そ
の
一
方
で
大
き
な
危
機

は
地
方
自
治
体
に
起
こ
っ
て

い
る
の
も
し
れ
な
い
。
保
健

衛
生
や
経
済
対
策
な
ど
の
感

染
症
対
策
の
多
く
が
自
治
体

の
権
限
に
よ
り
実
施
さ
れ
て

い
る
が
財
政
的
・
人
的
負
担

は
限
界
に
近
づ
い
て
い
る
▼

自
治
体
の
首
長
の
権
限
は
大

き
い
が
独
自
の
政
策
を
実
施

す
る
た
び
に
組
織
・
財
政
は

疲
弊
し
て
い
く
。
さ
ら
に
来

年
度
は
コ
ロ
ナ
対
策
と
オ
リ

パ
ラ
の
両
方
の
実
施
が
予
定

さ
れ
て
い
る
▼
廃
墟
と
焼
跡

を
残
す
こ
と
の
な
い
よ
う
、

現
場
の
実
態
を
正
確
に
把
握

し
言
う
べ
き
こ
と
を
言
う
労

働
組
合
の
役
割
が
問
わ
れ
て

い
る
。

（
山
下
）

東奔西走

視覚障害その他の理由で活字のままで利用できない人のために、営利を目的とする場合を除き「録音図書」「点字図書」「拡大写本」等の制作をすることを認めます。その際には自治労東京都本部までご連絡ください。

第1315号（１）２０２０年９月１日 （毎月1日発行）自 治 労 東 京（昭和42年9月19日第三種郵便物認可）



2
0
0
8
年
に
「
ぼ
く
は
猟

師
に
な
っ
た
」
を
出
版
し
た
わ

な
猟
師
・
千
松
信
也
さ
ん
に
密

着
し
た
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
。

2
0
1
8
年
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
で
「
ノ

ー
ナ
レ

け
も
の
道

京
都
い

の
ち
の
森
」
と
い
う
タ
イ
ト
ル

で
放
送
さ
れ
、
再
放
送
希
望
が

殺
到
。
追
加
取
材
を
行
い
劇
場

版
作
品
と
し
て
再
構
成
し
た
。

京
都
の
街
と
山
の
境
に
妻
と

2
人
の
子
供
と
暮
ら
し
、
イ
ノ

シ
シ
や
鹿
を
わ
な
で
捕
え
、
木

な
ど
で
殴
打
し
気
絶
さ
せ
、
ナ

イ
フ
で
と
ど
め
を
さ
す
。
自
然

の
中
で
命
と
向
き
合
う
千
松
さ

ん
が
選
ん
だ
営
み
は
、
残
酷
と

い
う
非
難
を
超
え
る
真
の
豊
か

さ
と
は
何
か
を
問
い
か
け
る
。

千
松
さ
ん
は
大
学
在
籍
中
に

狩
猟
免
許
を
と
り
、
先
輩
猟
師

か
ら
伝
統
の
く
く
り
わ
な
猟
、

無
双
網
猟
を
学
び
、
現
在
は
運

送
会
社
で
働
き
な
が
ら
京
都
の

山
で
猟
を
し
て
い
る
。

狩
猟
免
許
を
取
っ
た
の
は

「
自
分
で
肉
を
獲
れ
た
ら
お
も

し
ろ
そ
う
と
い
う
気
持
ち
だ
っ

た
け
ど
、
猟
の
魅
力
に
取
り
憑

か
れ
、
自
然
や
動
物
が
大
好
き

だ
っ
た
子
ど
も
の
頃
の
自
分
と

出
会
い
直
し
た
よ
う
な
感
覚
も

あ
り
、
人
間
と
動
物
の
関
係
や

自
分
の
生
き
方
に
つ
い
て
も
考

え
る
よ
う
に
な
っ
た
」と
語
る
。

京
都
は
山
に
囲
ま
れ
た
土
地

で
獣
に
よ
る
畑
の
被
害
が
深
刻
。

し
か
し
、
千
松
さ
ん
は
獣
害
対

策
と
し
て
の
狩
猟
で
は
な
く
、

生
き
る
た
め
の
食
料
を
自
分
の

力
で
獲
る
と
い
う
、
仕
事
で
も

趣
味
で
も
な
く
、
生
活
の
一
部

と
し
、
獲
っ
た
獣
は
自
分
で
処

理
を
し
て
お
い
し
く
食
べ
て
い

る
。
そ
れ
を
見
る
と
獣
害
対
策

で
捕
え
ら
れ
た
獣
た
ち
の
大
量

焼
却
処
分
が
も
っ
た
い
な
く
感

じ
る
。「
命
を
奪
う
こ
と
に
慣
れ

る
こ
と
は
な
い
」
と
い
う
千
松

さ
ん
の
言
葉
は
重
い
。

�8月22日、ユーロスペース（TEL：03－
3461－0211）ほか全国順次ロードショー

自
治
労
全
国
大
会
へ
行
く
た

め
の
空
港
や
駅
で
の
待
ち
合
わ

せ
時
間
に
は
必
ず
早
く
行
っ
て

ゆ
っ
く
り
本
屋
に
立
ち
寄
る
。

宝
探
し
の
様
に
ド
キ
ド
キ
し
な

が
ら
、
良
本
に
巡
り
合
え
る
の

を
期
待
す
る
。

最
初
に
泡
坂
妻
夫
に
出
会
っ

た
の
は
、「
し
あ
わ
せ
の
書
―

迷
探
偵
ヨ
ギ
ガ
ン
ジ
ー
の
心
霊

術
―
」
で
羽
田
空
港
だ
っ
た
と

記
憶
し
て
い
る
。

泡
坂
妻
夫
は
奇
術
愛
好
家
兼

奇
術
師
で
も
あ
る
作
家
だ
。
ま

た
、
松
葉
屋
の
屋
号
を
持
つ
和

服
に
家
紋
を
描
き
入
れ
る
紋
章

上
絵
師
で
も
あ
る
。
今
回
紹
介

す
る
本
は
推
理
小
説
の
た
め
に

ネ
タ
バ
レ
を
避
け
る
た
め
ス
ト

ー
リ
ー
に
は
触
れ
な
い
で
お
き

た
い
。

そ
れ
で
も
薦
め
た
い
の
に
は

訳
が
あ
る
。
こ
の
本
は
、
手
に

取
っ
て
表
紙
を
見
て
い
た
だ
く

と
、
ま
ず
�
取
扱
注
意
�
と
書

い
て
あ
る
。
こ
こ
に
ま
ず
び
っ

く
り
！
続
い
て
中
を
見
て
、
袋

閉
じ
に
な
っ
て
い
る
の
に
、
び

っ
く
り
！
！

実
際
に
購
入
し
た
際
（
自
分

は
好
き
な
作
家
の
た
め
分
か
っ

て
い
た
が
）、
店
員
も
こ
れ
は

不
良
品
と
間
違
っ
て
し
ま
う
ほ

ど
だ
。

そ
う
、
こ
の
本
は
袋
閉
じ
の

ま
ま
、
読
ん
で
1
つ
の
ス
ト
ー

リ
ー
が
あ
り
、
袋
と
じ
を
綺
麗

に
開
く
と
ま
っ
た
く
別
の
ス
ト

ー
リ
ー
が
出
て
く
る
と
い
う
、

1
冊
で
2
度
お
い
し
い
、
奇
想

天
外
、
奇
妙
奇
天
烈
、
前
代
未

聞
の
本
な
の
だ
。
な
の
で
、
自

分
は
2
冊
持
っ
て
い
る
。

最
近
で
は
本
も
携
帯
や
タ
ブ

レ
ッ
ト
で
読
む
時
代
。
紙
で
な

け
れ
ば
考
え
ら
れ
な
い
袋
閉
じ

の
妙
に
触
れ
て
み
て
は
！

�組合歴 2000年～2003年 書記長
2008年～2010年 書記長
2016年～2019年 書記長
2007年 副委員長
2011年～2015年 執行委員長
2020年～ 執行委員長

�趣 味 野球・お酒

『
生
者
と
死
者
』酩
探
偵
ヨ
ギ
ガ
ン
ジ
ー
の
透
視
術
著
者
：
泡
坂

妻
夫

わ
た
な
べ

そ
う
い
ち

三
鷹
市
職
員
労
働
組
合

執
行
委
員
長

渡
辺

倉
一

シネマジャーナル
編集者
穂曇 萌

『
僕
は
猟
師
に
な
っ
た
』
監
督
：
川
原

愛
子

知
ら
れ
ざ
る
猟
師
の
暮
ら
し

広
島
そ
し
て
長
崎
に
原
子
爆

弾
が
投
下
さ
れ
て
か
ら
75
年
。

毎
年
全
国
か
ら
核
廃
絶
を
求
め

る
人
々
が
集
い
、
開
催
さ
れ
る

原
水
爆
禁
止
世
界
大
会
は
、
広

島
、
長
崎
、
そ
し
て
福
島
大
会

と
も
Ｙ
ｏ
ｕ
Ｔ
ｕ
ｂ
ｅ
で
の
配

信
に
よ
り
開
催
さ
れ
た
。

広
島
・
長
崎
大
会
で
は
「
2

0
2
0
年
1
月
時
点
で
の
世
界

の
核
兵
器
数
が
1
3
、4
0
0

発
、
2
0
1
9
年
か
ら
の
1
年

間
で
、
4
6
5
発
減
少
し
た

が
、
米
国
と
ロ
シ
ア
の
減
少
数

は
、
と
も
に
老
朽
化
に
よ
る
廃

棄
数
で
あ
り
、
核
兵
器
の
近
代

化
に
取
り
組
ん
で
い
る
こ
と
を

考
え
れ
ば
、
核
兵
器
廃
絶
へ
進

ん
で
い
る
と
は
い
え
な
い
」
と

核
兵
器
を
取
り
巻
く
世
界
的
な

状
況
が
報
告
さ
れ
た
。

ま
た
、
2
0
1
9
年
11
月
に

来
日
さ
れ
た
第
2
6
6
代
ロ
ー

マ
教
皇
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
の
「
確

信
を
持
っ
て
、
改
め
て
申
し
上

げ
ま
す
。
戦
争
の
た
め
に
、
原

子
力
を
使
用
す
る
こ
と
は
、
現

代
に
お
い
て
、
犯
罪
以
外
の
何

も
の
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。
武
器

を
手
に
し
た
ま
ま
、
愛
す
る
こ

と
は
で
き
ま
せ
ん
」
と
の
メ
ッ

セ
ー
ジ
が
紹
介
さ
れ
た
。

福
島
大
会
で
は
、「
事
故
か

ら
9
年
以
上
経
っ
た
現
在
も
漁

を
行
う
こ
と
は
で
き
て
い
な

い
。
さ
ら
に
事
故
後
の
処
理
に

よ
り
貯
ま
り
続
け
る
高
濃
度
汚

染
水
の
海
洋
放
出
が
実
施
さ
れ

れ
ば
、
漁
の
再
開
は
絶
望
的
に

な
る
」
と
新
地
町
で
漁
師
を
営

む
住
民
か
ら
原
発
事
故
の
処
理

が
進
ん
で
い
な
い
状
況
が
報
告

さ
れ
た
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
が
収
束
し
な
い
な
か
、
配
信

に
よ
り
、
多
く
の
人
び
と
に
核

兵
器
廃
絶
、
原
発
廃
止
を
願
う

声
を
届
け
ら
れ
る
こ
と
は
意
味

深
い
と
思
う
。
だ
が
、
現
地
に

赴
き
、
資
料
等
を
目
に
し
、
被

爆
者
か
ら
直
接
実
相
を
聞
く
こ

と
は
さ
ら
に
重
要
で
あ
る
。
被

爆
者
の
平
均
年
齢
が
83
歳
を
超

え
た
今
、
残
さ
れ
た
時
間
は
長

く
な
い
。
今
後
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
と
ど
う
向
き
合
う
の
か
、
見

通
し
は
立
っ
て
い
な
い
が
、
来

年
は
全
国
か
ら
広
島
、
長
崎
そ

し
て
福
島
に
集
い
、
核
廃
絶
そ

し
て
平
和
を
求
め
る
声
を
結
集

で
き
る
状
況
に
な
る
こ
と
を
願

う
ば
か
り
で
あ
る
。

自
治
労
本
部
は
、
10
月
10
日

〜
11
日
に
第
38
回
地
方
自
治
研

究
全
国
集
会
を
「
オ
ン
ラ
イ
ン

自
治
研
ｗ
ｉ
ｔ
ｈ
青
森
」
と
し

て
開
催
す
る
。
当
初
は
青
森
市

で
の
開
催
を
予
定
し
て
い
た

が
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
の
拡
大
を
考
慮
し
オ
ン
ラ

イ
ン
開
催
と
な
っ
た
。

集
会
の
主
軸
は
、「
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ

と
コ
ロ
ナ
」と
し
、新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
お
い
て
起

き
た
諸
問
題
に
つ
い
て
、
Ｓ
Ｄ

Ｇ
ｓ
と
し
て
あ
ら
ゆ
る
カ
テ
ゴ

リ
ー
を
掛
け
合
わ
せ
て
考
え
、

持
続
可
能
な
ま
ち
づ
く
り
、
持

続
可
能
な
公
共
サ
ー
ビ
ス
の
提

供
を
考
え
る
と
し
て
い
る
。

1
日
目
は
、
記
念
講
演
と
し

て
慶
應
義
塾
大
学
大
学
院
教
授

蟹
江
憲
史
氏
よ
り
「
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ

と
今
後
の
自
治
体
〜
コ
ロ
ナ
禍

か
ら
考
え
る（
仮
）」を
、特
別
記

念
講
演
と
し
て
、
国
文
学
研
究

資
料
館
長
の
ロ
バ
ー
ト
キ
ャ
ン

ベ
ル
氏
よ
り
「
日
本
古
典
と
感

染
症
」と
題
し
、過
去
に
日
本
が

感
染
症
と
ど
の
よ
う
に
向
き
合

っ
て
き
た
か
に
つ
い
て
学
ぶ
。

2
日
目
は
、
Ａ
Ｉ
や
コ
ロ
ナ

禍
に
お
け
る
医
療
・
保
健
、
Ｓ

Ｎ
Ｓ
ヘ
イ
ト
な
ど
、
5
つ
の
特

別
分
科
会
を
設
け
、
事
前
収
録

さ
れ
た
内
容
を
配
信
す
る
。

都
本
部
は
、
1
日
目
の
10
月

10
日（
土
）に
Ｔ
Ｋ
Ｐ
市
ヶ
谷
カ

ン
フ
ァ
レ
ン
ス
セ
ン
タ
ー
に
サ

テ
ラ
イ
ト
会
場
を
設
置
す
る
。

全
体
集
会
の
配
信
を
中
継
し
、

質
疑
な
ど
双
方
向
の
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
が
取
れ
る
環
境
を

構
築
す
る
。

自
治
研
全
国
集
会
が
オ
ン
ラ
イ
ン
開
催
へ

都
本
部
は
サ
テ
ラ
イ
ト
会
場
を
設
置

被爆75周年原水禁世界大会
コロナ禍の下、ウェブ開催

平和を求め、再び結集できる日願う

10月10日
TKP市ヶ谷

（
新
潮
社
）
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